
個別の指導計画を作ろう！！ちがった視点で

１．作成にあたっての考え方

○保護者と課題を共通理解して、指導計画を作成する。

・気になるところを整理する （いつ頃から？ 家庭での様子は？など）。

○必要な心理検査を実施し、結果を通して子どもを解釈する。

・心理検査を実施して、その結果や日頃の生活の様子、学習の様子から課題を明ら

かにして目標をたてる。

・誤りの分析や行動の分析を通して、なぜできないのか。なぜそういう行動をとっ

たのかを考え、支援を明らかにする。

書けないのはいつ頃から？字が書けない

こんな子は、他にもいます。 どのような文字が書けないの？

大丈夫です。 家庭でのようすは？

今までの視点 これからの視点

・本人の努力不足 ・なぜできないのかを考える

アセスメントの実施

今までの対応 これからの対応

子どもの実態にまで学習内容を下げる 認知面の捉え

ゆっくり、繰り返し教える 大脳機能

知的障害

視覚的記憶

文字の読み形が覚えられない

字の意味が覚えられない

聴覚的記憶

音と形が結びつけられない

音韻操作

ことばを一つ一つの音に分けられない聴覚的弁別

音の聞き分けが悪い

罫線内 ＬＤサポートプログラム（日本文化科学社）より引用改変



＜誤りの分析＞

・６８＋３６＝１１２ ６８

＋３６

１０４

算数の計算を横書きでは、間違ってしまうが、筆算では正しく計算できる。

（解釈の一例）

本児は、左利きで矯正に失敗してしまい左右が混乱している。筆算では、左右がきち

んと並ぶので計算ができる。横書きにすると外側の６と６、内側の８と３をたしてしま

い計算まちがいをしてしまっていると考えられる。このような場合、マーカーで色をつ

け左右を分かりやすくしたり、筆算で計算を行う習慣をつけたりすることで分かってく

る。学習場面では、算数の本を読むのは左、国語の本を読むのは右、ノートは左など様

々である。こういった場面で左右を間違ってしまう場合、まだ左右がよく分かっていな

いのではないかと考え、指導計画を作成する必要がある。

＜行動の分析＞

・生活の時間、あさがおの芽がでてきたので「あさがおの観察をしましょう 」と、。

芽の様子を観察し、絵を描かせる授業があった 「そんなん描けへんわ 」と言って、。 。

芽を引き抜いてしまいプランターをベランダから投げ落としてしまった。

（解釈の一例）

本児の「プランターを投げ落とした」という行動面に目を向けてしまいがちだが、

「芽を描くことができない 」という原因を考えていく必要がある。本児は、漢字の。

「田」を小さい四角が四つあるというような理解をしていた。このような視覚認知で

は、漢字を書くことに困難を示してしまう。そういった場合、発達性の読み書き障害

や書字障害などが考えられ、文字学習だけでなく、絵を描いたりすることも難しいこ

とが予想される。こういった場合 「どういう手順であれば、芽を描くことができる、

のか 」を丁寧に教えたり、芽の様子をあらかじめ描いたプリントを用意したり、芽。

の様子を写真などにとったりすることで学習しやすくなると思われる。日頃の学習の

様子やアセスメントの結果から一人一人にあった具体的な支援の方法を考えていく必

要がある。

平成１６年度 開放講座
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個別の指導計画を作ろう！！小・中学校で

１．小・中学校での作成

、 。○個々の子どものニーズに応じた支援は 複数の教員で考えていくことで実現できます

その際、各学校のコーディネーターの役割は重要で学級担任と協力しながら校内委員

会などで個々の子どもに応じた「個別の指導計画」を作成するといった取組が必要と

なります。

○現在、養護学校や障害児学級では 「個別の指導計画」が作成されています。多くの、

様式は、各教科など（国語、算数など）を縦軸にし、長期目標、短期目標、内容・支

援の方法、評価を横軸にしたものが多いようです。

２．作成の流れ

①実態を把握する。

・気になるところや悩んでいることを整理していく。

実態や気づきを記入する統一した用紙を作成すれば便利。

・同時に保護者にも用紙に記入をお願いする。

生育歴等（表１ 、生活表（表２ ３ 、保護者･子どもの願い（表４）等の把握） ）,
・心理検査の結果、分析、判断

通級指導教室や専門家の意見を参考にする。

②目標をたてる （表５）。

・検査の結果や日常の生活、学習の様子などから課題を明らかにして目標をたてる。

コーディネーター、同学年の先生など複数の教員で検討する。

③具体的な支援を考える （表６）。

・今までの効果的な指導方法も取り入れながら、初期の段階では、良さを生かす方法

を中心にした支援の方法を考える。

④評価を行い、次の指導につなげる （表７）。

・学期末には、評価を行い、できるようになったこと、できるようになった具体的な

支援等を記入する。また、今後の課題についても次学期の目標として記入する。



表１
氏 名 性別 年 月 日生年齢 歳

住 所 自宅電話

保護者氏名 緊急連絡先

療育手帳 年 月 日交付 愛護手帳 年 月 日交付

障 身

害 体

の の

状 状

況 況

発作 服薬

病院名 薬品名

主治医 服薬量

生 教

育 育

歴 歴

そ

の

他

の

事

項



表２

氏名 年齢 歳 記入年月日 年 月 日

１

日

の

生

活

ス

ケ

ジ

ュ

－

ル

放

課

後

や
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方



表３

生活地図

記入例

おじいちゃんの家 買い物（ライフ）

西部図書館

学校

プール

電車など

自転車

自動車

徒歩



表４

保護者のニーズ／家族の希望リスト（優先順位）

お子さんにできるようになって欲しいと希望することや、減らしたり無くしたりしたいと

思っていることをお書き下さい。また、右端の欄には指導を希望する優先順位にしたがっ

て、番号を記入してください。

考えてほしいこと、できるようになってほしいこと、また、困る行動（減らしたり

なくしたりしたいこと）がありましたら具体的にお書きください。

生活面（身辺自立・家事・レジャーなど）

学習面（学習・仕事・コミュニケーションなど）

行動面

財団法人 安田生命社会事業部「個別の教育計画の理念と実践」より改変



表５

個別の指導計画（中学校の例）

家族のニーズ

生活面 学習面

学校生活を楽しむ。 言葉でのコミュニケーション能力を高める。

公共の交通機関を利用できる。

行動面 子どもの将来像

適切なスキンシップの持ち方を理解する。 得意分野を応用し、就労する。

領域・教科 長 期 目 標 短 期 目 標（１学期） 評価

生活面

身辺自立 ・ ・ △自分のロッカーの整理をする。 教科の準備物を一人で用意する。

健康保持 ・服装の乱れを整える。 ・ベルトを正しくつける。 ○

家事等 ・ ・夕食の後食器を片づける。 ○家庭で決まった仕事を分担する。

行動面 ・お金の管理をする。 ・一人で買い物をする。 ◎

移動 ・準備物を持ち、移動をする。 ・教科の準備物を理解する。 ○

余暇活動 ・指示を理解し、活動を開始す ・信号に従って通行する。 ○

社会性 る。 ・視線を合わせて「おはよう」と ○

意思伝達 ・挨拶を交わす。 言う。

・聞く 話す時間を持続させる ・落ち着いて聞いたり、話したり △、 。

生 活 ・友達の呼びかけに答える。 する。

・友達と協力して作業をする。 △

国 語 ・ていねいに文字を書く。 ・ ◎時間割等生活ノートを記入する。

・文章を読み、理解する。 ・言葉の意味をとらえる。 △

数 学 ・計算の応用をする。 ・買い物表を作る。 ○

・お金の計算をする。 ・計算器で計算する。 ◎

音 楽 ・全体斉唱をする。 ・歌うタイミングを合わせる。 △

・歌詞を覚える。 ○

体 育 ・体のバランスを整える。 ・ ○手足の屈伸をスムーズにする。

英 語 ・簡単な会話をする。 ・自分の発音を聞く。 △

・単語を覚える。 ・あいさつをする。 ○

美 術 ・長時間の作業に取り組む。 ・タイマーなどで集中時間の設定 △

を自分でする。

技術・家庭 ・ていねいに作業する。 ・じっくり取り組む態度を養う。 △

％以上は◎ ％以上は○ ％以下△80 60 59
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○○○さん年間指導計画（一学期）表７

授業名・一学期のねらい 一学期の指導内容 評価・二学期の課題


